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「岡山大学における廃液・排水処理指針」の解説
洗浄排水部門長薬学部篠田純男
　岡山大学津島地区の排水系統の整備に伴ない「岡山大学における廃液・排水処理指針」（以下「指
針」）が出され，各研究室に配布されたことと思う。B4版厚紙の両面印刷で青赤黒の3色刷りと
なっており，片面には「流しに流せないもの」と「流せるもの」の区別，もう一方の面には「環境
管理システム」と「水質汚濁防止法による排水基準」が印刷されている。
　大学から水質汚濁勒質が自然環境申に排出されることは法的にも，また道義的にも赦されないこ
とであり，排水系統の機能を損傷するような物質が不用意に流されることは保守管理上非常に問題
である。無機および有機廃液は技術指導員の下に，また流しへの排水に関しては新発足の水質管理
員の下にそれぞれ管理されているが，そのような指導員，管理員にすべてをゆだねるのではなく，
一般教職員，学生が水質汚濁防止に関しての認識を持つことが最も重要である。そのような意味で
この指針をすぐ目につく場所に掲示していただき，廃液，排水をどのように処置すべきかを知って
いただきたいわけである。
　したがって基本的な事項のみを記しているので解説を加えた方が良い部分が多いと思われる。こ
こでは「指針」の本文を記し，その意味するところ、補足すべき事項などを記していきたい。
1　流しに流せないもの
　（1）環境管理センター（以下センター）で処理する廃液，②センターに搬入できる廃液に分けら
れているが、要するに利用者がセンターに搬入し，センターの設備で処理するもの，もしくは一
括して業者に委託できるものに限定されている。すなわち「流しに流せないもの」にはこの（1｝，
（2似外に，（3｝センターに搬入できないもの　（排出者の責任において独自に処理しなければな
　らないもの）があることを認識していただきたい。大学における研究は非常に広範であり，使用
　され廃棄される物質は複雑多岐にわたっている。このような多様な廃棄物のすべてをセンター
　で処理することは不可能である。使ったものの後始末は自分で行うのが現代のモラルであり，実
　験廃液の処理も人まかせにせず，自らが行うのが原則である。ただその中で共通したものについ
てはひとまとめにして処理した方が能率的であり，そのために（1），（2）についてセンターが利用さ
れる。もちろん（3）についてもセンターが協力できる態勢を整えていく予定である。
4
（1｝環境管理センターで処理する廃液
無
機
廃
液
????
1）重金属含有廃液
　　（白色20Lポリ容器）
2）水銀含有廃液
　　（赤色20Lポリ容器）
3）シアン含有廃液
　　（青色20Lポリ容器）
1）可燃性廃液（廃溶媒）
　　　白色10Lポリ容器　　（T．　1：　．．［．1　Z．Hr．．．一L．．　．．　．．．一）
　　　必要に応じ金属容器等を使用
2）難燃性廃液（廃液）
　　（白色10Lポリ容器）
銅・亜鉛。鉄・マンガン。クロム・カドミウム・
鉛等の重金属化合物を含有する廃液。
実験器具等の二次ススギ水まではこの廃液とす
る。
無機水銀含有の廃液。
実験器具等の四次ススギ水まではこの廃液とす
る。
シアン化合物を含有する廃液。
出来るだけ重金属類を混入しないこと。
必ずアルカリ性で貯留のこと。
下燃性があり，灯油と混合できる有機溶媒でt
ベンゼル・トルエン・キシレン・ヘキサン・酢
酸エチル・エーテル・機械油等
ホルマリン等の難燃性有機廃液
注）1．無機及び有機廃液は排出者の責任で処理を行っていただきますので、その内容物は
　　　必ず把握しておいて下さい。
　　2．上記廃液に放射性物質・国際規制物質・PCB・病原菌・爆発性物質・猛毒物質・
　　　固型物等が入っていると当センターは利用できません。
　　3．セレン・ベリリウム・オスミウム・タリウムなどの特殊な物質を含有した廃液は，
　　　当センターでは処理できません。原則として各排出単位において処理を行って下さい。
　　4．廃液は性状の同じもの以外はできるだけ分別貯留をおすすめします。特に無機廃液
　　　と有機廃液の混合廃液は排出者の責任で分離していただかないと当センターは利用で
　　　きません。
　　5．当センターの無機及び有機廃液処理施設で処理できる廃液は限定されていますので，
　　　各部門の利用の手引きに必ず従って下さい。
従来通り技術指導員とセンター職員の管理の下で無機廃液と有機廃液の処理を行うものであ
る。すでに数年の実績があるので特に解説の必要もないと思われるが，注）1．にあるように排
出者が内容を十分に把握しておかないと適切な処理が行えないことを認識しておいていただき
たい。
　また先にも記したように大学の廃棄物は排出者の責任において処理されるべきであり，少
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数の技術指導員におしつけるべきものではない。むしろ多くの人が指導員の講習を受けて資格
　を取っていただき，指導員でない人も，指導員に協力して共に作業に当っていただきたいと願
　っている。
｛2｝環境管理センターに搬入できる廃液
????1）現像液
　　恢色20Lポリ容器）
2）定着液
　　（黒色20Lポリ容器）
白黒写真現像廃液
白黒写真定着廃液
注）1．当センターで取扱うものは白黒写真の廃液に限ります。
　　2．銀塩以外の固形物が混入している場合は当センターに搬入できません。
　　3．写真廃液は当センターに収集した後，業者委託処理を行います。
　白黒写真の現像液，定着液の搬入が本年度から実施されており，センターに集めたのち業者
に委託して処理している。
　1）の現像廃液は通常濃いアルカリであり，ハイドロキノン，亜硫酸ナトリウムなどの還元物
質を濃厚に含んでいるので，pH，　COD値の上昇の原因となる。
　2）の定着液はフイルム面の未反応の銀塩を洗い流すものであるから，反復使用した廃液は
銀を含み，ここから銀の回収が可能である。銀の価格はかなり変動するが，高価であるので使
用後の定着液は有価物件ということになり事務局経理担当者の手で業者に売却され，代金は国
庫に収められる。勝手に廃棄することは出来ないし，排出者が直接業者と取引することは違法
となるので注意していただきたい。
［　流しに流してよいもの
　　昭和58年度末には津島地区の排水系は洗浄系，生活系および雨水系の3系統となり，建物の流
　しの排水は洗浄系か生活系のいずれかに導入される。この2系統の機能を正常に保っためには流
　しに流せる物を限定しなければならない。この表は流せるものの範囲を示したもので津島地区を
　対象としているが，他の地区もこれに準じた注意が必要である。
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1）水質汚濁物質を取扱った実験器具 実験器具等の三次ススギ水以後を流しても良い。
洗 の洗浄水 ただし，水銀を使用した場合には五次スス丸幅
以後とする。
浄
系 2）水質汚濁物質を取扱わない実験の そのまま流しに流しても良いが，pH値，固型
流 廃液及び実験器具の洗浄水 物の有無などには十分注意すること。なお内容
? 物の履歴が不明確なものは流さない。
3）中和した三又はアルカリ 重金属を含まない二又はアルカリをpH　6～8
に中和して少量ずつ流す。
1）生活排水 し尿及び人の飲食により生じた排水及びそれら
に使用した器具の洗い水。
生
活 2）水溶性有機化合物 重金属を含まない有機化合物のうち，たん白質・
脂質・アミノ酸・糖類等（炭化水素・鉱物油・
系 有機溶剤・殺虫剤及び強力な消毒剤は不可）。
流
3）固体培養基の煮沸液・液体培養基 必要に応じオートクレーブ等で訴訟処理し多量?
の減菌廃液・動物舎廃水 の水で希釈して流す。
4）界面活性剤 多量の水で希釈して少量ずつ流す。
注） L 洗浄系排水は通常は未処理で公共用水域に排出されており，異常がある場合に処理
を行うようになっています。この時の処理費用は原因者負担ですので十分ご注意下さ
い。
??
洗浄系排水はその配管系統においてpH・溶液導電率・CODが連続的に測定。記
録されています。
??
生活系排水は合併処理槽において生物処理が行われた後公共用水域に排出されてお
り，微生物の生活環境が破壊されるような物質が流入すると正常な処理が行えなくな
りますので，ご注意下さい。
洗浄系はpHが常時監視され，定期的にBO　D，　COD，重金属等が検査されているが，現在
のところ何ら特別の処理は行われていない。すなわちそのまま放流しても問題がない水が流され
るものとの前提の下に建設されている。したがって利用者の不注意で多量の水質汚濁物質が流さ
れた場合，排水系の一時使用停止すなわち実験禁止措置をとらざるを得ない場合もあり得るので
十分な注意が必要である。
　水質汚濁物質を取扱った実験器具の洗浄水は3次ススギ以後（水銀を使用した器具は5次スス
ギ以後）を流しても良い。使用量によって洗液中の濃度は当然異なるが，一応原則として2次ス
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スギまでを「廃液」として処理することにしている。使用濃度に応じたススギ回数の増減を行っ
ていただきたい。
　水質汚濁物質を取扱わなかった器具の洗浄液はそのまま流しても良いが，問題がないことを十
分確認していただきたい。水質汚濁物質として排水基準の定められたものは後述の表に示したと
おりであるが，この表に記載されていない毒物，劇物が多数存在することを認識すべきである。
表にない水質汚濁物質については使用者自身がその危険性を適確に把握して対処していただきた
い。
　通常の酸またはアルカリは水質汚濁物質を含まない場合，中和すれば問題ないが，濃厚な液の
場合には中和の際の発熱に注意し，中和後十分希釈してから流す。
　また現在富栄養化に対する法的規制はないが，硝酸とリン酸は中和してもN源　P源として富
栄養化の原因となるので将来規制されるであろう。
　生活系流しからの排水は合併処理槽で処理が行われる。合併処理槽とは尿尿と雑排水とを合’
併して処理する施設を言う。尿尿はBODすなわち有機物濃度が非常に高いのでそのままでは処
理効率が悪いが，これに雑排水を混合することでBODを下げ，効率を高めようとするものであ
る。この槽では有機汚濁物質を生物学的に無機の酸化物に変換する反応を行う。すなわち好気性
細菌を主体とする生物の作用を利用するもので，本学の施設では活性汚泥法と接触ろ床法が併用
されている。生活系という名ではあるが，生活排水（下翼，厨房排水等）以外にも実験に使用し
た各種の有機物（生物学的に分解可能な）が処理対象となる。活性汚泥中の細菌の作用を阻害す
るような物質は好ましくない。すなわち多くの有機溶媒は不可でありt有機廃液部門で焼却処理
の必要がある。ただしアルコールやアセトンなどのような極性溶媒のほとんどは低い濃度であれ
ば生物学的に分解されるので，十分希釈すればこの排水系に流してもよい。有機廃液として燃焼
すべきか生活系に流すべきかは，その絶対量，濃度により適宜判断しなければならない。
　また生物処理可能な有機物が主体であっても，重金属等の有害物や病原微生物を含むものは流
してはならない。重金属等を含む場合には濃縮乾固，灰化などの処理で減量して保存し，病原
微生物を含む場合には加熱などにより消毒してから流さなければならない。
　近年市販されている洗剤（界面活性剤）のほとんどは生物学的に分解し易いものであるので，
十分希釈すれば生活系流しに流してよい。しかし実験器具洗浄用のものや住居用のものにはアル
カリ性の強いものがあるのでpHに留意する必要がある。
　逆性石ケンのような有機性消毒薬も十分希釈されれば生物分解可能であるが，濃度が高ければ
当然活性汚濁の細菌を殺して処理機能を麻痺させる。殺菌濃度限界以下に希釈して流すべきであ
るし，希釈が困難な場合は逆に濃縮して保存すべきである。
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皿・廃液・排水の取扱いに関する注意事項
1）廃液・排水を取扱う教職員の方は，公害対策基本法e・水質汚濁防止法・下水通法・廃
棄物の処理及び清掃に関する法律・危険物の規制に関する政令等の法令の中で関連する
　事項を知っておいて下さい。
2）石こう・砂・泥などの配管・ポンプ等の閉そくの原因となるものは，各排出単位にお
いて処理して下さい。
3）実験室の模様替えなどにより，流しの用途変更を行う場合には，水質汚濁防止法上の
特定施設の変更に該当しますので，事前に必ず環境管理センターに届け出て下さい。
4）廃液・排水以外のもの（固型廃棄物，ばい煙，悪臭，騒音など）は当センターでは取
　扱っていませんので，公害防止対策委員会の指示に従って下さい。
疑問の点については環境管理センターにお問い合せ下さい（0862－52－1111内449）
　個々特殊な場合については，それぞれの場合に応じた対処が必要である。いかに処理すべきか
判断がつきかねる場合には気軽にセンターにお問い合せいただきたい。
　以上が表側に印刷された「指針」の解説である。ついで裏面には参考として「環境管理システ
ム」と「排水基準」が記載されている。
　環境管理システムー廃液処理と津島地区の排水系統一は既に種々の印刷物に記された
ものであり，ここまでに述べてきた廃液・排水処理を理解するうえでの参考にしていただきたい。
　「水質汚濁法に基づく排水基準」　は特定施設から公共水域（河川等）に放流する排水の基
準値である。上乗せ基準や総：量規制のためCODはより厳しい値が要求される（当然CODと関
連するBOD，　SSも厳しい値となる）。BOD等の有機汚濁に関する項目以外は下水道法で
も同じ数値である。すなわち公共水域下水道を問わず，重金属等は同じ濃度で規制されており，
異なる点は下水道の方が有機汚濁物質を大量に許容できることである。津島キャンパスの場合，
生活系の流しが下水道，洗浄系流しが公共水域と理解してもらえばよい。現在わが国で水質汚淘
物質にどのような物質が指定され，．どのような濃度で規制されているかを知るために，一応目を
通しておいていただきたい。
　また「（11有害物質」の数値のIAOが水質汚濁に係る環境基準の健康保護項目の値となってい
ること（ただし環境基準では「シアン，有機水銀および有機リンは検出されてはならない」とな
っている），鉛，ヒ素，銅，亜鉛，鉄，マンガン，クロムなどの数値を1／10にすれば水道法の
上水道水質基準に合致することに留意する必要がある。すなわち，われわれが流す水は1／10に希
釈すれば清浄な自然水であり，飲用に耐え得る（有機物や大腸菌群は別として）水質のもので
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なければならないわけで，かなりきれいな水しか流せないことになる。この点十分な御認識をい
ただきたい6
　　環境管理システムー廃液処理と津島地区の排水系統
全　学
実験廃液
（収集運搬）
実験廃水
無機廃液
有機廃液
?設施理処
?
?設施理処
?
写真廃液 （業者委託）
スラッジ
（業者委託）
津島地区
洗浄排水
（配管輸送）
検水槽
@（pH）
定期的に
蜥p）　　1億錨…＿．　　　　　　　　　　　　　　　　L罷輩訟』
?…
???? ?
放流
5
　　1Vゆ1≦水甑常時に糊
雑排水 一1一一一?? ???
1
生活排水 津島地区（配管輸送〉 処理施設?ｹ処理槽）
i業者委託処理） 1
し　　尿
雨　　水
?????
（配管輸送）
一10一
放流
水質汚濁防止法に基づく排水基準
（1）有害物質
有害物質の種類
カドミウム及びその化合物
シ　ア　ン　化　合　物
有機燐化合物）パラチオン，メチルパラチオン，
メチルジメトン，EPNなど）
鉛及びその化合物
六価クロム化合物
砒素及びその化合物
水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物
アルキル水銀化合物
P　C　B
許　　容　　限　　度
1リヅトルにつきカドミウム0ユミリグラム
1リットルにつきシアン1ミリグラム
1リットルにつき1ミリグラム
1リットルにつき鉛1ミリグラム
1リットルにっき六価クロム05ミリグラム
1リットルにっき砒素0．5ミリグラム
1リットルにつき水銀0．005ミリグラム
検出されないこと
1リットルにつき0．003ミリグラム
②　生活環境項目
項
?
水素イオン濃度（pH）
生物化学的酸素要求量（BOD）
　　　　　　　（単位
　　　　　　　（単位
浮遊物質量　　　　　　　（単位
　　　　　　　（単位
　　　　　　　（単位
フェノール類含有量
　　　　　　　（単位
銅　含　有　量
　　　　　　　（単位
亜　鉛　含　有　量
　　　　　　　（単位
溶解性鉄含有量　　　　　　　（単位
溶解性マンガン含有量
　　　　　　　（単位
クロム含有量　　　　　　　（単位
弗　素　含　有　量
　　　　　　　（単位
大　腸　菌　群　数
　　　　　　　（単位
化学的酸素要求量（COD）
ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱油類含有量）
ノルマルヘキサン抽出物質含有量（動植物油脂類含有量）
　　　1リットルにつきミワグラム）
　　　1リットルにつきミリグラム）
（s　s）
　　　1リットルにつきミりグラム）
　　　1リットルにつきミリグラム）
　　　1リットルにつきミリグラム）
　　　1リットルにつきミリグラム）
　　　1リットルにつきミリグラム）
　　　1リットルにつきミリグラム）
　　　1リットルにつきミリグラム）
　　　1リットルにつきミリグラム）
　　　1リットルにつきミリグラム）
　　　1リットルにつきミリグラム）
　　　1立方センチメートルにつき個）
許　容　限　度
海域以外の公共用水域に排出させ
るもの5．8以上8．6以下
海域に排出されるもの
　　　5．0以上9．0以下
160（日間平均120）
160（日間平均120）
200（日間平均150）
　5
　30
　5
　3
　5
　10
　10
　2
　15
日間平均3，000
一11一
